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先生が合わない

学力不足

イメージと違う

友達ができない

相談できない・聞く場所がわからない

・・・など

学生・教職員の情報交換による
信頼関係の構築

学生同士の情報交換・友達づくりの場を
提供

学生の居場所づくり

相談しやすい環境づくり
◦いつでもどこでも、夜中でも

⇒「大学独自の」ＳＮＳが必要⇒「大学独自の」ＳＮＳが必要

大学ホームページは一方通行

「２ちゃんねる」などの掲示板は
情報は豊富だが、信憑性に疑問

外部SNS（mixiなど）の場合は

職員が介入しづらい



入学前からアカウントを発行
◦資料請求・オープンキャンパスなど
◦よりよく大学を知ってもらう、慣れてもらう

携帯電話で利用できるように
◦場所を選ばす利用できる

ポータルと統合
◦利便性が高まる

ポイント制
◦楽しみ♪ アバターがもらえる♪

教職員全員のプロフィール
◦学生が気軽にメッセージを送信できる

公式コミュニティ
◦大学側の窓口とする

入学前生向けコミュニティ
◦友達を作ってオープンキャンパスに来る

学生によるコミュニティ

卒業生によるコミュニティ

⇒自分の目的に合わせて⇒自分の目的に合わせて

ＳＮＳの中での学生同士・教職員との情報交換
により信頼関係が構築され、スムーズにキャンパ
スライフになじんでゆく。
それをきっかけに、リアルなコミュニケーションを
図れるようになる。

さらに発展させるとＳＮＳの情報をポートフォリ
オに流用し、成長過程として振り返りができるよう
になる。


